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討議事項 

 
１）外保連各委員からの委員会報告 
２）２）次回に向けた要望項目の件（平成 29年度の申請に向けて） 
３）手術データベース収集をどうするか 
４）前回本会議での議事決定の確認作業 
５）その他 
 
外保連委員（定員 5人）：青田（実務）遠藤（手術、麻酔）、米澤（実務、手術）、川口（実
務）、武者（検査、処置） 
 
１）外保連担当より 

①実務、手術委員会報告：平成28年度診療改訂要望書作成について 

歯突起骨折、分離部修復（川口委員）、高度脊椎変形（米澤委員）、 

椎弓切除＋椎間板摘出など（平泉委員）、EOS関連（青田委員）、椎体骨折術後地域携 

関連（遠藤委員）が4月25日までに作成し青田委員長に提出する。 

 

高度脊柱変形手術の申請は当初３つの術式に分類して要望を提出したが、手術時間と労

力の点で大きな差がないことと、および現在、難易度 Eから Dに下がっている TESに
準じる点数で申請することが好ましい点を考慮し一つにまとめる方針となった。しかし、

この申請ではより難易度の高い本当の意味での高度脊柱変形手術が TES並の点数でし
か請求できない点と、さらには収載されれば変更が困難になるとの意見が川上アドバイ

ザーから出された。しかしながら、こうした観点からは要望提出の準備をしておらず、

今回は上記のとおり、まとめて TES並とする方針でしか申請できないため、厚労省に
陳情する時点でより難易度の高い手術があると説明を加える方針とすることを青田委

員長から説明した。 

 

②新しい評価軸検討ワーキンググループについて 



現在の時間、人数、物品などの総和で行った医療費の決定によって、帝王切開などの手

術料が減額されてしまったことを踏まえ、新たな評価軸を作成していることを説明する。

何か良い案があったら手術担当委員（遠藤委員）まで連絡してほしい。 

 

２）平成30年度診療改訂要望に向けた平成29年度外保連試案作成要望項目について 

今までの委員個人が収集するという方法から、会員の意見を広く集めるという方法に変

更したい。年1回、JSR事務局からWebを使用した方法でアンケート調査をする（伊藤

委員素案作成担当）。素案は事務局で正式なWebアンケートとして完成し、評議員を対

象に調査する。また、それ以外のまったくの新規手術や処置に関しては、基本的には新

規技術委員会での承認を経て当委員会から試案申請ないしは厚生省に交渉を行うこと

をルール化したい。 

 

３）将来的に脊椎手術例の全国データベース化は、透明性のある医療報酬を請求するた

めに必要である。NCD加盟については、平泉担当理事から理事会において、また遠藤委

員が評議委員会で提案したが、持田理事長から費用の面で現在加盟困難であること、脳

神経外科の加盟は、脳卒中のみで脊椎疾患に及んでいないことなどの説明を受けた。今

後も他の調査を必要とする、専門医委員会、新規技術委員会やM&A調査と連携してデー

タベース化を推進する立場であることを理事会に繰り返し説明していく。 

 

４）次回、委員会より前回委員会での決定事項の履行状況を説明したうえで、次の審議

に移ることを提案、日整会理事会での当委員会の決定事項のフィードバックなどを連絡

してもらえるよう、日整会の社保委員を兼任する委員を委員に含めるとともに、脊椎関

連の要望は当委員会が担当するべく、日整会にお願いしていく。 

 

５）その他 

①外保連担当委員の負担軽減のため、当委員会のシステム化を図りたい。たとえば、社

保委員を増やすこと、社保委員の任期を伸ばして実務業務の継続化を図りつつ熟練した

社保委員の育成を進める。また外保連担当と地域担当を作り業務分担すること、委員に

大学教授を入れていくこと、などである。 

 
 
平成２６年度外保連医療技術の新しい評価軸検討ワーキンググループ 
 
リスクとベネフィットという項目を作り、指数点数化する 10点満点 
 
新たな評価軸となる因子  



低い技術料だが、価値があるので技術料を上げたいという意味で帝王切開をイメージして 
 
１）周術期リスク （０、１，２） 無いもしくは軽度、ある、非常にある 
２）延命効果（０、１，２）    3年以上の延命 
３）生活機能向上 （０、１，２） 歩行不可が歩ける 
４）対費用効果（０、１，２）   5万点以下の手術 
５）医療負担（０、１，２）    医師や施設の負担 
 
 
参考資料 
外保連予定 
平成２７年 

３月    外保連・内保連から提出予定の要望項目の記載学会の調整 

３月    第１回実務委員会 

３月下旬  要望書記載学会への要望書作成依頼（=新設・改正・材料要望項目要望書

のweb入力開始依頼） 

４月下旬  新設・改正・材料要望項目要望書締切（=新設・改正・材料要望項目要望

書のweb入力締切） 

５月    外保連事務局による校正作業 

６月上旬  外保連総会にて承認（３月総会の要望項目承認のみで開催しない場合もあ

る） 

６月中旬  厚生労働省へ要望書（製本なし）を持参し陳情に伺う 

７月   （要望書として製本する場合は製本し、関係方面に配布） 

８月～９月 厚生労働省によるヒアリング実施（未定） 

 
 


